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将
来
の
目
標
を
明
確
に
し
、
自
己
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

が
大
切
だ
。
専
修
大
学
で
は
、
授
業
や
ゼ
ミ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
「
自
分
を
知
る
・
仕
事
を
知
る
・
社
会

を
知
る
」
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ス
を
用
意
し
て
い
る
。
仕
事
・
社
会
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
自
分
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
紹
介

し
よ
う
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

と
は
、
就
業
体
験
の
こ
と
。

ア
ル
バ
イ
ト
が
、
業
務
の
ご

く
一
部
分
し
か
担
当
し
な
い

の
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
、
よ
り
広
い
視
点
か

ら
そ
の
組
織
を
考
え
、
理
解

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。

本
学
で
は
、
多
く
の
学
部

で
正
課
科
目
と
し
て
開
講
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
期
休
暇
期
間
中
に
２
週
間

程
度
行
う
「
川
崎
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
」（
川
崎
商
工

会
議
所
の
会
員
企
業
約
６０

社
）
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」（
野
村
證
券
渋

谷
支
店
紹
介
の
有
力
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
）、「
多
摩
区
役
所

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
（
多

摩
区
役
所
内
で
の
実
習
）
な

ど
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、

外
部
か
ら
公
募
で
届
い
た
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供

し
て
い
る
。川

崎
市
の
協
力
に
よ
り
、
企
業
や
自

治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
か
ら
提
示
さ

れ
た
課
題
に
、
学
生
が
大
学
で
の
学
び

を
生
か
し
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
解

決
策
を
提
案
す
る
本
学
独
自
の
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。個
人
で
も
団
体（
ゼ

ミ
な
ど
）
で
も
参
加
可
能
。
長
期
間
に

わ
た
り
、
異
な
る
世
代
の
方
々
と
接
す

る
な
か
で
、
自
然
に
社
会
的
素
養
が
身

に
つ
く
。
今
年
度
は
、
川
崎
市
観
光
協

会
連
合
会
の
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
に

外
国
人
観
光
客
を

呼
び
込
む
た
め
の

Ｈ
Ｐ
企
画
・
提
案
」

「
新
し
い
観
光
の

カ
タ
チ

産
業
観

光
ツ
ア
ー
の
企
画

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」
、
多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

「
『
多
摩
川
夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト
』
の

企
画
・
運
営
」
な
ど
１８
の
テ
ー
マ
に
延

べ
２
４
７
人
の
学
生
が
取
り
組
ん
で
い

る
。
約
半
年
後
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を

あ
げ
、
ど
の
よ
う
に
学
生
が
成
長
す
る

か
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
途
中

経
過
、
成
果
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
随
時
本
紙
で
も

取
り
上
げ
て
い
く
。

就
職
活
動
が
大
学
生
活
の

す
べ
て
で
は
な
い
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
し
て
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
れ
ば
、
仕

事
選
び
の
第
一
歩
で
あ
る

「
自
己
理
解
」
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
大
学
で
は
、
自
分
で

考
え
行
動
す
る
場
面
が
多

く
、
可
能
性
が
大
き
い
ゆ
え

に
時
に
は
「
何
を
ど
う
や
っ

て
始
め
れ
ば
い
い
の
か
」
と

悩
み
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
と
き
に
頼
り
に
な
る
の

が
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
適
性
検
査
。
「
自
分

自
身
」
を
知
る
た
め
の
手
助

け
を
し
て
く
れ
る
。
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
、

授
業
期
間
の
毎
週

月
・
水
・
木
・
金

曜
に
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
毎

週
１
回
（
不
定

期
）
実
施
し
て
い

る
（
い
ず
れ
も
予

約
制
）。「
目
標
の

立
て
方
を
知
り
た

い
」
「
自
分
に
あ

っ
た
職
業
領
域
を
知
り
た

い
」
「
自
己
理
解
を
深
め
た

い
」
…
ど
の
よ
う
な
相
談
に

も
、
経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し
て

く
れ
る
（
後
期
の
日
程
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
）。

日
々
の
講
義
の
中
か
ら
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機
会
も
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ

て
い
る
。
夢
を
実
現
し
た
卒
業
生
や
、
業
界
の
ト
ッ
プ
企
業
で
活
躍
す
る
企
業
人
か
ら

の「
生
き
た
」ビ
ジ
ネ
ス
情
報
な
ど
を
通
じ
て
、
実
社
会
で
求
め
ら
れ
る
能
力
を
知
り
、

目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
行
動
に
結
び
つ
け
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
経
営
学
部
で
６
、
７

月
に
行
わ
れ
た
講
義
を
紹
介
す
る
。

池
本
正
純
経
営
学
部
教
授

∥
写
真
∥
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
経
営
論
」
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
で
課
題
発
見
・
課

題
解
決
能
力
が
最
も
問
わ
れ

る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
」
に
焦
点
を
当
て
、
人
間

関
係
構
築
力
・
決
断
力
と
い

っ
た
「
幅
広
い
人
間
力
∥
企

業
家
精
神
」
を
実
際
の
経
営

者
か
ら
学
び
、
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
に
開
講
さ
れ
て

い
る
。
池
本
教
授
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
の
『
い
ま
』
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
た
だ
聞
く
だ
け
で
は

な
く
、
『
対
話
』
の
時
間
を

設
け
て
い
る
。
普
段
抱
い
て

い
る
疑
問
を
実
際
に
ぶ
つ
け

る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
が
変

わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
狙
い
を
話
す
。

６
月
１８
日
に
は
、
一
之
瀬

税
務
会
計
事
務
所
・
代
表
税

理
士
で
あ
り
、
ケ
ー
タ
イ
販

促
最
先
端
の
サ
ー
ビ
ス
「
タ

ッ
チ
ャ
ン
」
で
商
店
街
の
活

性
化
に
成
功
、
注
目
を
集
め

る
卒
業
生
の
一
之
瀬
卓
さ
ん

（
平
８
経
営
）
が
「
夢
を
実

現
す
る
ま
で
の
軌
跡
」
を
語

っ
た
。

学
生
時
代
に
２
０
０
人
規

模
の
サ
ー
ク
ル
を
運
営
し
た

経
験
と
、
生
涯
の
師
と
呼
べ

る
２
人
の
恩
師
と
の
出
会
い

か
ら
、
「
仲
間
と
ゼ
ロ
か
ら

新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
、

社
会
に
役
立
つ
」
こ
と
を
将

来
の
目
標
に
掲
げ
た
一
之
瀬

さ
ん
は
、
１０
年
間
の
行
動
計

画
を
書
き
出
し
、
そ
れ
を
実

現
し
た
。

税
理
士
と
し
て
地
域
の
方

々
か
ら
聞
い
た
現
場
の
悩
み

を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
考
え
、「
ｉ
ｐ
ｏ
ｃ
ａ
」

を
設
立
す
る
ま
で
の
経
緯
、

組
織
を
運
営
し
て
い
く
う
え

で
の
苦
労
や
失
敗
談
を
語
っ

た
の
ち
、
「
人
と
の
つ
な
が

り
が
将
来
必
ず
役
に
立
つ
。

大
学
時
代
に
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
て
み
よ
う
。
夢
の
実

現
に
向
け
て
、
い
ま
の
自
分

に
不
足
し
て
い
る
点
は
何
か

を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
れ
を

克
服
す
る
た
め
、
大
切
な
時

間
を
無
駄
に
せ
ず
、
行
動
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

７
月
９
日
は
、
同
じ
く
卒

業
生
の
恩
田
英
久
さ
ん
（
エ

ム
ア
イ
エ
ス
代
表
取
締
役
∥

平
４
法
）
が
、
「
感
動
を
与

え
る
プ
レ
ゼ
ン
」
に
つ
い
て

語
っ
た
。
学
生
に
質
問
を
投

げ
か
け
な
が
ら
「
『
プ
レ
ゼ

ン
』
は
経
営
者
に
と
っ
て
仕

事
の
大
部
分
を
占
め
る
。
他

と
差
別
化
で
き
る
点
を
掘
り

下
げ
、
相
手
が
必
ず
興
味
を

持
つ
ポ
イ
ン
ト
を
盛
り
込

む
」
と
極
意
を
伝
え
た
。

そ
の
後
、
「
自
分
を
表
現

す
る
」
プ
レ
ゼ
ン
を
日
々
行

っ
て
い
る
タ
レ
ン
ト
の
桜
塚

や
っ
く
ん
と
、
プ
ロ
レ
ス
中

継
の
実
況
な
ど
で
活
躍
す
る

山
口
雅
史
さ
ん
と
の
ト
ー
ク

形
式
で
、
「
自
分
を
売
り
込

む
に
は
何
が
必
要
か
」
を
学

生
も
巻
き
込
ん
で
話
し
合
っ

た
。
最
後
に
桜
塚
や
っ
く
ん

は
「
人
を
動
か
す
の
は
、
そ

の
人
の
『
熱
』
。
自
分
だ
け

の
強
み
を
作
り
、
熱
意
を
持

っ
て
相
手
に
伝
え
よ
う
。
全

力
で
頑
張
っ
て
い
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
は
や
っ
て
来
る
が
、
そ

れ
を
つ
か
め
る
か
ど
う
か
は

普
段
の
自
分
の
努
力
次
第
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

６
月
２４
日
、
田
口
冬
樹
経

営
学
部
教
授
の
「
流
通
論
」

で
、
ゲ
ス
ト
講
師
の
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
顧
問
・
佐
藤
嘉
信
氏

が
�
挑
戦
の
歴
史
�
を
約
３

０
０
人
の
学
生
に
語
っ
た
。

同
社
は
松
下
幸
之
助
の
経

営
理
念
の
も
と
、
躍
進
を
続

け
世
界
進
出
を
果
た
し
た

後
、
一
時
衰
退
し
た
が
、
社

名
統
一
や
「
世
界
同
時
垂
直

立
ち
上
げ
∥
世
界
同
時
販

売
」
と
い
う
大
胆
な
流
通
改

革
に
よ
っ
て
再
び
、
「
グ
ロ

ー
バ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ス
」
を

目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

い
く
学
生
に
向
け
、
「
主

体
的
に
働
く
力
、
行
動

力
、
構
想
力
が
こ
れ
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
。
擦
り
切

れ
る
ま
で
本
を
読
み
、
知

識
を
つ
け
よ
う
。
素
晴
ら

し
い
環
境
に
い
る
皆
さ
ん

の
前
に
は
限
り
な
い
可
能

性
が
広
が
っ
て
い
る
」
と

講
義
を
締
め
く
く
っ
た
。

国
際
経
営
者
協
会
（
Ｉ
Ｍ

Ａ
）
の
寄
付
講
座
「
持
続
可

能
な
社
会
」
（
池
本
正
純
経

営
学
部
教
授
担
当
）
は
協
会

の
会
員
を
中
心
と
し
た
多
彩

な
講
師
陣
が
、
自
ら
の
体
験

・
哲
学
を
伝
え
る
こ
と
で
、

「
生
き
る
と
は
何
か
、
社
会

で
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
」
を
学
生
た
ち
が
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目

的
に
開
講
さ
れ
て
い
る
。
池

本
教
授
は
「
学
生
に
と
っ
て

は
、『
生
き
る
基
礎
力
講
座
』

に
な
っ
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト

に
丁
寧
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
け
る
の
も
励
み
に
な
っ
て

い
る
」
と
話
す
。

７
月
８
日
は
、
ア
フ
ラ
ッ

ク
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ

ー
生
命
保
険
）
を
創
業
し
、

現
在
は
最
高
顧
問
の
大
竹
美

喜
氏
が
「
与
え
ら
れ
る
よ
り

自
分
で
選
ん
だ
人
生
～
夢
を

実
現
す
る
ま
で
」を
語
っ
た
。

「
豊
か
な
人
生
を
送
る
に
は

使
命
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
必

要
。
自
分
は
何
の
た
め
に
生

ま
れ
て
き
た
の
か
、
役
割
を

見
つ
け
よ
う
。
求
め
れ
ば
必

ず
天
職
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と

が
で
き
る
。
道
は
自
分
で
決

め
る
も
の
。
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
て
夢
を
実
現
し
よ
う
」
と

次
世
代
を
担
う
学
生
た
ち
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

田

口

教

授

の

流

通

論

就就
職職
特特

集集
７７～～１１００面面

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
顧
問
・
佐
藤
嘉
信
氏
を
ゲ
ス
ト
に

●
悩
む
前
に
受
け
て
み
よ
う
●

―
―
多
彩
な
ゲ
ス
ト
講
師
の
体
験
か
ら
学
ぶ

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ベ

ン

チ

ャ

ー

企

業

経

営

論

▲ キャリアカウンセラーに

よる相談

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

大
き
く
成
長
す
る
機
会

卒
業
生
を
講
師
に
迎
え

自自分分ららししいい「「キキャャリリアアデデザザイインン」」をを描描ここうう
――支援プログラムを活用――

税
理
士
と
し
て
起
業
家
と
し
て

国
際
経
営
者
協
会
寄
付
講
座

夢
を
実
現

一
之
瀬
さ
ん

ア
フ
ラ
ッ
ク

創

業

者

大
竹
氏
が
講
義

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
課
題
発
見
力
」「
計
画
力
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
な
ど
向
上

タ
レ
ン
ト
桜
塚
や
っ
く
ん
と
と
も
に

卒
業
生
・
恩
田
さ
ん

感
動
す
る
プ
レ
ゼ
ン

▲ インターンシップに向けての

マナー講習会
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